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人間福祉学科矢澤圭介
　以前から嶋崎晶子教授（以下，先生とお呼びする）は，65歳をもって退職するとおっしゃっ
ていた。しかし，そのことが今目前となって，社会福祉学部の教員は当惑と喪失感に襲われて
いる。それは先生が，大学の規定する選択定年制によって退職される，わが学部における第1
号であることによる。私も正直な気持としては，なぜ70歳の定年までお勤めいただけないのか
と思う1人である。その一方で，先生が早期退職を選ばれるお気持が，幾分かは理解できるの
である。ここでは，立正大学保育専門学校，短期大学部，そして社会福祉学部における先生の
ご活躍の跡を辿ることによって，私のこの「理解」をより明確にし，社会福祉学部の教員が共
有する「当惑」感だけは，それを解消することを試みたい。先生の「略年譜」を基礎に，先生
のご活躍の跡を客観的に整理し，そこから後輩のわれわれが学べることを抽出していきたい。
この作業の結果は，当然，先生のこ実感とはずれると思うが，それは後輩の「思い入れ（＝解
釈）」としてご寛容いただきたい。
　先生は中学校からピアノを専攻され，国立音楽大学付属中高，そして同大学器楽科（ピアノ
専攻）を昭和36年に卒業されている。その後，東京都民交響楽団所属のピアニストとしての活
躍を経，昭和44年に非常勤講師として立正大学保育専門学校に勤務され，翌年専任講師（ピア
ノ）となられている。それ以来，立正大学学園に33年間奉職されたことになる。この間の先生
の教育・研究者としての足跡は，3期に画して跡づけることができよう。第1期は，昭和44年
から昭和56年までの12年間である。この時期の先生のアイデンティティは，ピアノの演奏家と
して，正確な音楽理解とピアノ技能を学生に伝授することにあったと考えられる。もちろん，
そこにはつぎの時期の萌芽が準備されつつである。この間において，ピティナ・ピアノコン
クール東京地方大会の審査員を3期務められ，保育専門学校の定期演奏会を中心に10回の演奏
会と，活発な演奏活動が展開されている。また並行して，その後も続く，チャリティ・コン
サート（「棒の会」）のプロデュースというボランティア活動が，昭和52年から10回を数えてい
る。そして，昭和51年には保育専門学校助教授（保育専門学校は当初短期大学として構想され
た経緯からこうした職階名が用いられた），昭和55年には保育専門学校教授に昇任されている。
　第2期は，昭和57年から平成3年までの9年間である。この時期に先生のアイデンティティ
は，幼児音楽さらに幼児教育・保育，その音楽教育の教育・研究者へと移行したと考えられ
る。昭和57年には日本保育学会の会員になられ，この間に「ピアノと歌う子どもの歌60」等の
3冊の著書，そして，「童謡の創作に関する一考察」，「大脳半球の機能的非対象性と人間の能カ
ー特に音楽能力に関する研究一〔1〕」等の6つの学術論文が発表されている。音楽教育の面で
は，昭和59年に全日本音楽研究会会員，関東地区大学音楽教育学会会員，その翌年に全国大学
音楽教育学会会員となられている。他：方，この間の主要な演奏会活動は3回を数えるのみと
なっている。ただし，「権の会」のボランティア活動はこの間にも続けられ，プロデュースは
13回におよんでいる。もちろん，先生のこうした変化の背景には，昭和58年に保育専門学校が
短期大学部幼児教育科に改組されたことが関わっている。先生はその教授として，音楽1・H
・皿を担当されている。この第2期で特筆すべきは，昭和60年から3年間続けられたシオン幼
稚園での特別講師としての実践である。幼児音楽を教育・研究の対象とするだけでなく，自ら
幼児教育の現場で実践され，その成果を踏まえ，保育者養成校での音楽教育のあり方を追求さ
れたのである。
　そして第3期が，平成4年から現在に至る12年間である。平成4年ノードブ・ロビンス音楽
療法研究会会員となられたことが第一歩である。先生の教育・研究者としてのアイデンティ
ティに，音楽療法の学徒・研究者としての側面が加わったのである。この時期には，幼児音
楽，音楽教育に関する3冊の著書，6つの学術論文に加えて，平成9年以降現在までに6つの
音楽療法に関する学術論文が発表されている。「音楽療法に関する研究」〔1〕〔2〕〔3〕，「人
間と音楽一人間は音楽によって変えられるか一」，「ノードブ・ロビソス音楽療法についての一
考察一理論三一」，「ノードブ・ロビンス音楽療法についての一考察一実践二一」である。平成
12年には，立正大学在外研修員としてロンドンのノードブ・ロビンス音楽療法センターへ半年
間留学されている。その成果は，「ロンドンにおける音楽療法の研修報告」，「イギリスにおける
ホスピス・ケアに関する研究」として発表されている。先生のライフワークともいえるボラン
ティア活動も，平成6年以降は音楽療法に関する実践が中心となっている。「老人のための音
楽療法」，「障害児のための音楽療法」，r障害児・者のための音楽療法（むさしの青年寮）」等で
ある。特に，最後のものは9号館多目的ホールを会場に週1回，社会福祉学部の学生ととも
に，平成13年から現在まで続けられている。もちろん，音楽療法への先生の挑戦に，平成8
年，短期大学部が社会福祉学部に改組されたことが関係している。人間福祉学科の教授とし
て，音楽1・皿・皿，音楽論に加え，平成10年から保育内容の研究（音楽的表現），平成13年か
ら音楽療法，そして平成15年から大学院社会福祉学研究科の音楽療法特論を担当されている。
学会活動としては，平成12年に関東地区大学音楽教育学会副会長，全国大学音楽教育学会理
事，平成13年には日本音楽療法学会会員となられている。平成9年には，永年の保育者養成へ
の貢献に対し，全国保育士養成協議会より功労賞を授与されている。
　以上のような教育・研究者としての足跡に加え，先生は，短期大学部，社会福祉学部におけ
る学校運営の側面でも活躍されてきた。昭和61年から平成8年まで，実に，11年間にわたって
短期大学部幼児教育科の学科長を勤められたのである。この間には，第三校地問題，さらに社
会福祉学部への改組転換という大きな課題に，杉原由機，寺田保の2代の短期大学部学長を支
えて尽力されている。先生の根底には学生への教育愛がある。学科の教育研究体制について
も，そこで学ぶ学生たちの教育環境条件を向上させること，その一点で考え，行動されるので
ある。学生たちは異口同音に，「こんなに何でも話のできる先生はいない。公平にじっくりと話
を聴いてもらえる」という。先生と学生について話すとき「ああ，嶋崎先生は短大での2年
間，学部での4年間という学生一人一人の人生に丁寧に寄り添うこと」を信念にされている，
とつくづく思うのである。そして，そのためには「逃げない」，「腹を決めて」行動される。こ
うした姿勢が，同僚教員の信望を集め，11年間にわたる幼児教育科学科長在任という結果と
なったのであろう。社会福祉学部になってからは，すでに見たように音楽療法の研究という新
たな挑戦に専心され，学部・学科の運営面では表立ったご活躍はない。しかし，学部教授会・
学科会議において，実にバランスの取れた視点で，またきわめて率直にご意見をいわれる。そ
れも，先生の明るく信頼できるお人柄が，けっしてとげとげとしたものを生まないのである。
こうした社会福祉学部教員の信頼を背景に，先生は，熊谷校地選出の学園理事を平成13年から
15年まで勤められた。また，この2年間は，本年をもってこ定年を迎える武内二三雄委員長を
支え，学生委員会委員として，先生らしい熱心な学生指導をされてきたことが印象深い。
　さて，これまで，先生の立正大学学園における33年間のご活躍の跡を，私なりに整理してき
た。そこに浮かび上がったのは，教員・研究者として，職場環境の変化に適応しつつ，ご自分
の信念を貫いて挑戦し，進化発展するたくましい道筋であった。これは，後輩として，先生か
ら学ぶべき第一の点である。そして，第二が，先生の一貫してのボランティア（社会奉仕）活
動の展開である。チャリティ・コンサートのプロデュース，合唱活動の指導から，音楽療法の
実践活動と，これも教育・研究の展開とともに進化発展している。この点も豊かな人生のあり
方として，後輩としては示唆を得るべき点といえよう。先生にとって，ボランティア活動はラ
イフワークなのである。「教員・研究者としては，悔いなくやりきった。こうした豊かな経験を
与えてくれた立正大学学園とそこに関わる学生・教職員に感謝している。しかし，音楽療法は
修得・研究の段階から，実践活動の楽しさ・豊さへと自分の中では展開している。身体が健康
で元気に活動できるうちに，これを追求し楽しんでいきたい」これが，先生が選択定年を選ば
れた理由であろう。このように，社会福祉学部教員そして学生が共有する「当惑」は解消され
ても，喪失感は残る。しかし，それすら，先生の「何をいっているの。前を見なさい」という
微笑によって，打ち消されるべきことのように，今は思える。
　嶋崎先生，有り難うございました。これからますますお元気にご活躍ください。
